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最新号 Volume 11（2017 年 3 月）では、以下の論文を掲載しています。 
――Full Length Articles―― 
Seasonal and long term evolution of oceanographic conditions based on year-around 
observation in Kongsfjorden, Arctic OceanO 








Morpho-physiological response of Colobanthus quitensis and Juncus bufonius under different 
simulations of climate change 




Colobanthus quitensis（ナンキョクミドリナデシコ）と Juncus bufonius（ヒメコウガイゼキショウ）の
生理生態に好適な影響を与えるという仮説を立てている。この仮説を実証するために、温度（4℃、




ミュレーションによると Juncus は Colobanthus よりもより高い成長率を示した。 
 
Quantitative ecological risk assessment of inhabitants exposed to polycyclic aromatic 
hydrocarbons in terrestrial soils of King George Island, Antarctica 
S. Pongpiachan, M. Hattayanone, O. Pinyakong, V. Viyakarn, S.A. Chavanich, C. Bo, C. Khumsup, 
I. Kittikoon, P. Hirunyatrakul 
本研究は、南極キングジョージ島の土壌（King George Terrestrial Soils, KGS）における多環芳香族炭
化水素（polycyclic aromatic hydrocarbons, PAHs）の人への暴露について、量的な生態学的リスク評価
を行うことを目的とした。KGS で検出された平均 PAH 濃度は、世界の海洋堆積物と世界の土壌より
かなり低く、南極大陸は世界で最も始原的な状態が保たれた大陸のひとつであるという事実を浮き
彫りにした。発がん性が懸念される 12 種の PAHs の総濃度は、KGS では他と比べて極めて低い値で
あった。偶発的な摂取と皮膚接触が人の健康に悪影響を及ぼす 2 つの主要な暴露経路であると仮定
し、PAHs の環境暴露によるがんと非がんのリスクを米国環境保護庁の定める基準により慎重に評価
したところ、KGS における PAH 濃度のがんリスクレベルは、他よりはるかに低かった。2012 年 2
月 25 日に起きたコマンダンテ・フェラス南極基地の火災にもかかわらず、PAHs の環境暴露による
がんと非がんのリスクは共に「許容レベル」であった。 
――Research Notes―― 
Recent variability in the Atlantic water intrusion and water masses in Kongsfjorden, an Arctic 
fjord 




水温が年間最高値となる 9 月に、2011 年以降上昇していることからも明らかである。フィヨルド中
層への AW の流入を補償する表層流と夏季に強くなる南東風によって、フィヨルドからは表層で正
味の淡水流出が生じている。これによってフィヨルド内の 2013 年の低塩分層が 2011 年や 2012 年の
それらと比べて減少した。 
Lithostratigraphy and paleoceanography in the Chukchi Rise of the western Arctic Ocean 
since the last glacial period 
Kwangkyu Park, Ken'ichi Ohkushi, Hyen Goo Cho, Boo-Keun Khim 
本研究では研究船「みらい」の MR09-03 航海の際に、西部北極海のチュクチライズから採取したコ
ア試料について古海洋学的研究を行った。コアは、3 つの岩相ユニットから成る。ユニット I は完新






From supernova to Solar System: Few years only; first Solar System components apatite and 
spinel determined 






希ガスを含むグラファイト、アパタイト、およびスピネルを発見した。38Ar/36Ar 比が 0.35 という特
異なアルゴンを含むアパタイトの報告はこれが初めてである。そのような組成をもつアルゴンは太
陽の 20 倍の質量を持つ II 型超新星の炭素・酸素・ネオン燃焼核において合成される。同じ試料に含
まれる 22Na の壊変に由来する純粋な Ne-E 成分から、この相互作用の時間スケールは最長でわずか
2,3 年に制約される。 
Plankton assembly in an ultra-oligotrophic Antarctic lake over the summer transition from the 
ice-cover to ice-free period: A size spectra approach 




















Evaluating the relationship between wildfire extent and nitrogen dry deposition in a boreal 
forest in interior Alaska 
Hirohiko Nagano, Hiroki Iwata 
アラスカの森林火災は当地北方林における大気からの窒素沈着に対して重要な役割を果たしている
可能性がある。これを検証するため、本研究では、アラスカ内陸部のデナリ国立公園内にある
CASTNET 観測所で測定された 1999 から 2013 年までの年間窒素乾性沈着量に対して、森林火災面積
や大気振動、降水量などを説明変数とする重回帰分析を行った。検討した説明変数のうち、観測所
から 100 km 以上離れた場所で発生したアラスカの年間火災面積（BAAK）が沈着量の年々変動に最
も大きく寄与していた（15 ± 14%）。さらに得られた回帰式を用いて過去 64 年分の窒素乾性沈着量
を再現したところ、火災面積の増加により 2000年代の沈着量が最大であったことが明らかになった。 
 
